
































































































報 告 者 播磨谷 浩三（立命館大学経営学部教授）
タイトル Cooperative Banks Need Corporate
Governance More Than Stock Banks: Results
from Bank Efficiencies Estimation
11 月⚒日㈭
経済学部研究資料センター〔共同研究室 3-408〕
報 告 者 山崎 慎吾（経済学部講師）
タイトル Tax Competition and Technical Assistance
⚒月⚑日㈭
経済学部研究資料センター〔共同研究室 3-408〕









報 告 者 松井 光一（人文学部教授）
タイトル A（挨拶）K（感謝）E（笑顔）が学生の未来
を支える ～今大学にはAKEが必要だ！～
11 月 16 日㈭
A館⚔階共同研究室（A館⚔階）




12 月 14 日㈭
C館会議室（C館⚔階）






報 告 者 室橋 春光（人文学部教授）
タイトル 土曜教室で子どもたちから学んだこと
法政研究部会研究会
10 月 19 日㈭
⚑号館⚔階会議室（1-408）





代 表 者 中村 永友
構 成 員 石川 千温，井上 仁，大國 充彦，
奥田 統己，小内 純子，鏡味 秋平，
ᷤ西 俊治，北田 雅子，小池 英勝，
小出 良幸，佐藤 和洋，諸 洪一，
白石 英才，高田 洋，土居 直史，
中村 永友，新國三千代，早田 和弥，
平澤 亨輔，皆川 雅章，宮町 誠一，












代 表 者 大國 充彦





⚒．H 18-H 21 科研費研究で収集・整理した資料の公開
に向けての検討活動





















































代 表 者 奥田 統己
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第 84 回札幌学院大学言語学談話会 2017 年⚖月 15 日㈭
時崎 久夫（札幌大学）
「アルタイ諸語の韻律と語順」




















代 表 者 新田 雅子
構 成 員 浅川 雅己，井上 大樹，石井 和平，
碓井 和弘，内田 司，大國 充彦，
小内 純子，片山 一義，北林 雅志，
木戸 功，白石 英才，高橋 麻美，
鶴丸 俊明，中田 雅美，中村 永友，
中村 裕子，平澤 亨輔，藤野 友紀，
皆川 雅章，三好 元，村澤和多里，
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…2018 年⚒月 15 日に行われた江別市内の⚕企業への学生対象バスツ


















望月 和代 加害者と被害者の家族への支援を有機的につなげていくために 196,696
森 直久 生命論アプローチによる二重性の動的転換メカニズムの解明 199,882


































































































































































































































































































































































































































































2018 年⚒月末に A 団地内の保育所⚓園に保育所から
見える「貧困問題」の実相についてインタビュー調査を






































































































































































北 林 雅 志
◆研究報告










































































⑵米国 AFCPE にて「The Deference of Awareness,
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Japanese American National Library（サンフランシ
スコ市），Japanese Cultural and Community Center of
Northern California（サンフランシスコ市），Chinese
Historical Society of America Museum（サンフランシ
スコ市），Oakland Museum of California（オークラン
ド市），Japanese American Museum of San Jose（サン
ノゼ市），Chinese American Historical Museum at the
Ng Shing Gung（サンノゼ市），Richmond Museum of
History（リッチモンド市），Hayward Area Historical
Society（ヘイワード市），California State Railroad
































































































































































⚑．旅費支出：①第⚘回教育 IT ソリューション EXPO
参加（業界における教育 IT システムの研究・開発の
動向把握を通して，教育・研究に資することを目的），
② JSAI 2017（2017 年度人工知能学会全国大会（第 31
回））参加（AI（人工知能）に関する最新の研究開発動
向把握とかつてのAI 研究者間交流を通して，教育及
び研究に資することを目的），③ARG第 10 回Web イ


































①学会費，学会参加費 約 10 万円
②書籍 約 30 万円




















2018 年⚑月 13 日，Old World Conference on Phonology
15（University College London）にて発表した（タイト
ル：Vowel co-occurrence restrictions in Nivkh，Leiden
University 文学部准教授 Bert Botma 氏との共同発表）．
また東京外国語大学 AA 研の共同研究プロジェクト
Studies in Asian Geolinguistics の一環として進めている
ニヴフ語の方言調査の成果を 2017 年 12 月 16 日に発表







発生過程にかんする Bert Botma 氏との共著論文を発表
した：On the diachronic origin of Nivkh height restric-
tions. In Geoff Lindsey and Andrew Nevins (eds.) Sonic
Signatures: Studies dedicated to John Harris, 201-215. ま
た，上記 AA 研プロジェクトの成果を⚒本発表した．
Wind and Iron in Nivkh (revised). Studies in Asian
Geolinguistics 8. 11-12. ‘It rains’ in Nivkh. Studies in




講演した（⚗月 28 日 東京会場，⚘月 17 日 札幌会場，
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果，我々の計算結果は厳密計算の結果をよく再現するこ
とが分かり，その論文をアメリカの Physical Review 誌
に⚔月付で出版することができた．

























山 田 智 哉
◆研究報告
主成分分析において monotone incomplete data を用
いる効果についての論文について再投稿した．さらに，
重根がある場合の効果について検討した．また，mono-
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【人文学部】





































北海道子育て支援員研修講師 ⚘月 24 日・⚘月 26 日
札幌国際大学 北海道主催
保育士職場復帰セミナー講師 ⚙月 13 日 札幌市保育
士・保育所支援センター
恵庭市こすもす保育園民営化事業者選定委員会委員長













































































































































【補助】で約 29 万，【旅費】で約 16 万の割合で研究費を
執行した．





















Consortium for Arts Therapies Education）にて発表を
行った．なお，この学会は隔年開催であり，2009 年以降，
2011 年，2013 年，2015 年，2017 年と継続して発表を続
けている．また，研究内容の一部は，出版された⚒冊（分
担執筆）「The Oxford Handbook of Dance andWellbeing」









際 学 会 ECArTE（European Consortium for Arts
Therapies for Education）での発表及びベラルーシでの
身体心理療法的ワークショップ指導．






























































































































































眞 田 敬 介
◆研究報告
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○学会費



























































































































中 村 敦 志
◆研究報告

























































































































への期待」，北海道老人クラブ連合会 平成 29 年度
石狩管内小ブロック研修会，主催：北海道老人クラ
































































During the 2017 school year, for theoretical research, I
researched, wrote and published the second edition of
“Blending technologies in second language classrooms.”
Then I presented this topic at the conference,
MoodleMoot Japan 2018 in Tokyo. For applied research,
I continued two blended learning projects in foreign
language education: 1) video assessment project, and 2)
open courseware sharing project.
The video assessment project entered its eighth year
of action research. Our Oral Communication teaching
team in SGU analyzed the results of video assessment
and published a joint paper in the JALT 2017 Conference
Proceedings. We found that students could review their
own video-recorded presentations online, but with less
frequency, and could use a detailed rubric to self-assess
their strong points and weak points. This self-
assessment continued to have a high correlation with
teacher assessment. The advantage of self-assessment is
that students did the assessment themselves, so the
depth of learning was much greater.
In the open courseware project, I worked with
collaborative research team with other SGU teachers.
We submitted an open courseware for English communi-
cation, which receive a prize at the Japan Moodle
Association e-learning Conference 2017. This research
will continue in 2018-19.
◆個人研究費の執行概要
The major portion of my individual research funds was
used for purchasing equipment for video recording,
including a camera and iPad, which was used in the video
assessment project. In addition, I hired a programmer to
rebuild and update some software plugins for use in the
Moodle learning management system ─ Sharing Cart.
Further, I spent funds for travel to national conferences
and an international conference in Burnei.


































































































































証─．日本 LD学会第 26 回大会．
小泉雅彦，眞鍋優志，室橋春光（2017）特別支援学級
在籍生徒の交流教育における人間関係の構築に関する検
















































眞田敬介先生（本学）と Barbara Dancygier and Eve



























































































児童虐待の相談件数が平成 24 年度 30 件であったのが平
成 27 年 62 件，平成 28 年度 91 件（内訳：身体的虐待 16
件，性的虐待⚑件，ネグレクト 16 件，心理的虐待 58 件），
平成 29 年度 68 件（内訳：身体的虐待⚗件，ネグレクト
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【法学部】






















































小 内 純 子
◆研究報告
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科学研究費補助金間接経費研究活動活性化事業
◆開催日










特別講演会を企画した．特別講演会は 2017 年 11 月 23
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日時 2017 年 11 月 25 日㈯ 14：00～17：00
場所 札幌学院大学⚓号館⚔階 第⚒会議室



























講演 児童に対する性犯罪について 立教大学大学院法務研究科教授 深町 晋也










































































山本 彩・俵谷 知実・久藏 孝幸・ᷤ西 俊治
― 47 ―
翻 訳
・William Blake: The Poems by Nicholas Marsh
宮町 誠一
第 103 号（臼井 博教授 大瀬 隆教授 退職


































第 34 巻 第 2号（2018 年 3 月発行）
論 説
・「ナチス国家における正法」について ……エーリッ













【2】小内純子ほか編著『年報 村落社会研究 53 集：
協働型集落活動の現状と展望』
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学部 申請者 学会名 開催地 発表タイトル
経営学部 橋長真紀子





The Deference of Awareness,
Planning, and Preparedness for Future






The Emergence of a Parallel World:
The Misperception Problem for Bank
Balance Sheet Risk and Lending
Behavior
経済学部 中村 永友


























































Delivery and Acceptance of Social
Support between Parents and Children
in Japanese context
人文学部 新田 雅子



























Bodily and semiotic exploration of past
events: Another challenge of ecological
psychology for commemorative activ-
ities
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学部 申請者 学会名 開催地 発表タイトル
人文学部 山本 彩





















氏 名 職名 所属
河 田 真 清 教授 経営学部 2017 年⚔月⚑日
檜 山 純 准教授 経営学部 2017 年⚔月⚑日
金 盛 直 茂 講師 経済学部 2017 年⚔月⚑日
山 崎 慎 吾 講師 経済学部 2017 年⚔月⚑日
大 宮 秀 淑 准教授 人文学部 2017 年⚔月⚑日
斉 藤 美 香 准教授 人文学部 2017 年⚔月⚑日
手代木 理 子 教授 人文学部 2017 年⚔月⚑日
松 井 光 一 教授 人文学部 2017 年⚔月⚑日
室 橋 春 光 教授 人文学部 2017 年⚔月⚑日
川 股 修 二 教授 法学部 2017 年⚗月⚑日
退職
氏 名 職名 所属
原 晴 生 教授 経営学部 2018 年⚓月 31 日
木 戸 功 教授 人文学部 2018 年⚓月 31 日
杉 山 四 郎 教授 人文学部 2018 年⚑月 31 日
新 國 三千代 教授 人文学部 2018 年⚓月 31 日
笹 川 敏 彦 教授 法学部 2018 年⚓月 31 日
千 葉 寛 樹 教授 法学部 2017 年⚙月 25 日
佐 藤 眞紀世 准教授 法学部 2018 年⚓月 31 日
嶋 田 佳 広 准教授 法学部 2018 年⚓月 31 日
瀧 本 京太朗 講師 法学部 2018 年⚓月 31 日
長期国内研究員








河 西 邦 人（経営学部・教授）2017 年⚔月⚑日～2017 年⚙月 26 日
研究題目 「社会的企業の経営戦略とそのソーシャル・イノベーション」
邵 藍 蘭（経営学部・教授）2016 年 10 月⚑日～2017 年⚓月 31 日
研究題目 「民国時期における日中会計の交渉─有本邦造について」





























































nine-campus UC library system として運用されてい
る．そこで，留研期間中，UCDavis，UC Santa Barbara，









Japanese American National Library（サンフランシ
スコ市），Japanese Cultural and Community Center of
Northern California（サンフランシスコ市），Chinese
Historical Society of America Museum（サンフランシ
スコ市），Oakland Museum of California（オークラン
ド市），Japanese American Museum of San Jose（サン
ノゼ市），Chinese American Historical Museum at the
Ng Shing Gung（サンノゼ市），Richmond Museum of
History（リッチモンド市），Hayward Area Historical
Society（ヘイワード市），California State Railroad








2016 年 10 月⚑日～2017 年⚙月 29 日
◆研究題目
英語法助動詞の認知歴史言語学的研究─ must と have
to を中心に─







































→ Leonard Talmy の Toward a Cognitive Semantics
と池上嘉彦『日本語学への招待』の文献解題を，そ




→Heiko Narrog の Modality, Subjectivity, and
Semantic Change の書評原稿を執筆し，2017 年⚕月
に投稿．2017 年度中に出版される学会機関誌に掲
載が決定．
（E）認識的 have to の使用依拠的アプローチの研究を
まとめ，投稿した．
→出国前から取り組んでいたテーマの⚑つ．「～にち
がいない」という意味の have to の実際の使用状況
とその理論的含意を，認知言語学の観点から議論し，























































館 ちゃれんが講座，2016 年 10 月
「アイヌ語研究の現状と展望」，東京外国語大学言語研究


























































































































































































































































































る論文をまとめ，アメリカの学術誌 Physical Review 誌














研究代表者 研究種目 研究課題 直接経費





木戸 功 基盤研究（B） 現代家族の過程と実践をめぐる質的研究に対する組織的取り組み 500,000
7,300,000
学術研究助成基金助成金



































































































































































































る検討を行った．H 同研究センターの WWW サービス
上で「アイヌ語音声資料の文字化テキスト対応づけと公
開」として A と B の作業の成果の一部約 160 分ぶん
（「isoytak イソイタク 独話⚑／⚒」，「uwepeker ウ











































































































































































































































































































































































































Transport Research Society world conference, the
University of Antwerp, Belgium）や北海道大学での研究
会にて発表した．また，論文を英文査読誌に投稿した．
― 72 ―


















Old World Conference on Phonology）
及び学会前研究会参加，研究発表
土居 直史：①ドイツ・ベルギー，7/4～7/10，The




























佐野 友泰：①東 テ ィ モ ー ル，8/21～8/29，The














































































































































2017 年度 総合研究所長 大國 充彦（経済学部）
研究支援委員 長岡 正（経営学部），高橋 寛人（経済学部）
北田 雅子（人文学部），瀧本 京太朗（法学部）
第⚔回研究支援委員会
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札幌学院大学 総合研究所 年報 2017
2018 年 10 月 31 日発行
発行者 札幌学院大学 総合研究所
〒069-8555 北 海 道 江 別 市 文 京 台 11 番 地
電話 011─386─8111(代）
代表者 大 國 充 彦
印刷所 株式会社 アイワード
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